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●
二
〇
〇
〇
年
の
世
界

二
〇
一
五
年
が
始
ま
っ
た
。
思
い
起

こ
せ
ば
、
一
五
年
前
の
正
月
、
私
た

ち
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
Ｙ
２
Ｋ
問

題
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
誤
作
動
）
が

起
こ
ら
な
い
か
、
心
配
し
て
い
た
。
一

九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
か
ら
東

ア
ジ
ア
経
済
は
完
全
に
立
ち
直
っ
て
は

お
ら
ず
、
開
発
途
上
国
の
構
造
調
整
は
、

多
く
の
国
に
お
い
て
、
失
敗
し
た
と
理

解
さ
れ
て
い
た
。

多
く
の
人
々
が
、
二
〇
世
紀
の
国
際

開
発
の
取
り
組
み
に
失
望
し
て
い
た
。

一
九
九
九
年
に
ア
メ
リ
カ
の
シ
ア
ト
ル

で
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
に
お

い
て
は
、
先
進
国
の
市
場
開
放
に
つ
い

て
の
進
展
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
市
民
団
体
の
抗
議
行
動
が
激
化
し

た
。ま

た
二
〇
〇
〇
年
と
い
う
、
一
〇
〇

〇
年
単
位
の
大
き
な
節
目
を
控
え
て
、

教
会
関
係
者
は
「
ジ
ュ
ビ
リ
ー
二
〇
〇

〇
」
と
呼
ぶ
、
開
発
途
上
国
の
債
務
削

減
を
主
張
す
る
運
動
を
展
開
し
た
。
ジ

ュ
ビ
リ
ー
（jubilee

）
と
は
、
ユ
ダ
ヤ

教
や
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
二
五
年
ま

た
は
五
〇
年
毎
の
記
念
祭
で
、
奴
隷
解

放
や
債
務
帳
消
が
恒
例
の
催
事
と
し
て

な
さ
れ
て
い
た
。
実
際
、
そ
れ
に
先
立

つ
一
九
九
六
年
に
世
界
銀
行
と
国
際
通

貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
が
主
導
し
て
、
開

発
途
上
国
の
な
か
で
も
重
債
務
貧
困
国

（
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｃ
）
と
認
め
ら
れ
た
国
々
の
、

二
国
間
債
務
の
帳
消
が
進
め
ら
れ
た
。

ま
た
二
〇
〇
〇
年
頃
に
は
、
エ
イ
ズ

に
対
す
る
危
機
感
が
非
常
に
高
ま
っ
て

い
た
。
世
界
全
体
で
四
〇
〇
〇
万
人
も

の
感
染
者
が
お
り
、
当
時
は
抗
ウ
イ
ル

ス
薬
の
開
発
や
普
及
も
進
ん
で
い
な
か

っ
た
た
め
、エ
イ
ズ
は
「
死
に
至
る
病
」

と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
〇
〇
年
七

月
に
開
催
さ
れ
た
九
州
・
沖
縄
Ｇ
８
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
エ
イ
ズ
、
結
核
、
マ

ラ
リ
ア
等
感
染
症
に
対
処
す
る
た
め
の

国
際
基
金
の
創
設
が
提
唱
さ
れ
、
そ
れ

は
二
〇
〇
二
年
に
世
界
エ
イ
ズ
・
結
核
・

マ
ラ
リ
ア
基
金
と
し
て
結
実
す
る
。
し

か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
抗
ウ
イ
ル
ス
剤
の
特

許
の
柔
軟
な
適
用
を
認
め
、
二
〇
〇
〇

年
代
半
ば
に
か
け
て
、
抗
ウ
イ
ル
ス
剤

が
ほ
ぼ
無
償
で
ア
フ
リ
カ
の
感
染
者
に

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
エ
イ

ズ
は
ア
フ
リ
カ
の
貧
困
削
減
の
大
き
な

障
害
に
な
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
。

●
成
果
主
義
と
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ

こ
の
こ
ろ
世
界
で
は
、
民
間
部
門
、

公
的
部
門
を
問
わ
ず
、
経
営
に
対
し
て

成
果
主
義
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
成
果

主
義
は
、
目
標
や
そ
れ
の
到
達
度
を
図

る
た
め
の
指
標
を
明
示
し
、
そ
の
指
標

の
改
善
度
を
用
い
て
活
動
を
評
価
す
る

こ
と
を
、
そ
の
活
動
を
正
当
化
す
る
た

め
に
必
須
と
し
て
い
た
。

シ
ア
ト
ル
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
合
に
お
け

る
抗
議
行
動
や
ジ
ュ
ビ
リ
ー
二
〇
〇
〇

の
動
き
を
踏
ま
え
、
国
連
に
お
い
て
も
、

本
来
何
が
国
連
の
目
標
な
の
か
、
と
い

う
問
い
か
け
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
論

が
「
貧
困
削
減
」
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇

〇
年
九
月
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
サ
ミ

ッ
ト
で
「
世
界
平
和
の
た
め
の
ミ
レ
ニ

ア
ム
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
、
貧
困
削
減
を
主
目
標

と
し
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（M

il-
lennium

 D
evelopm

ent Goals

：
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
設
け
ら
れ
た
。

●
二
〇
〇
〇
年
代
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン

し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日

に
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
、

ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
タ
リ

バ
ン
政
権
へ
の
攻
撃
、
二
〇
〇
三
年
の

イ
ラ
ク
戦
争
と
展
開
す
る
な
か
で
、
二

〇
〇
〇
年
代
前
半
の
主
要
な
関
心
は
安

全
保
障
に
集
ま
る
こ
と
と
な
り
、
開
発

途
上
国
の
貧
困
削
減
と
い
う
課
題
へ
の

関
心
は
、
相
対
的
に
小
さ
く
な
っ
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
末
の
イ
ン
ド
洋

大
津
波
と
、
二
〇
〇
五
年
の
国
連
等
の

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
貧
困
削
減

へ
の
関
心
は
再
び
高
ま
っ
た
。
そ
れ
で

も
、
二
〇
一
五
年
を
期
限
と
し
た
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
は
、
悲
観
的
な
雰
囲
気

が
支
配
し
て
い
た
。

し
か
し
、
良
い
意
味
で
予
想
が
裏
切

ら
れ
、
貧
困
削
減
等
の
主
要
な
目
標
の

山
形 

辰
史

特
集
に
あ
た
っ
て

　

―
新
ミ
レ
ニ
ア
ム
か
ら
一
五
年
―

ミレニアム開発目標を超えて
―MDGsからSDGsへ―

特　　集



特集にあたって ―新ミレニアムから一五年―
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い
く
つ
か
は
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
か

な
り
の
進
展
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ

の
大
き
な
要
因
は
、
人
口
の
多
い
中
国

や
イ
ン
ド
で
経
済
成
長
が
起
こ
り
、
貧

困
削
減
が
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

ア
フ
リ
カ
で
も
一
定
の
社
会
経
済
変
化

と
貧
困
削
減
が
実
現
し
た
。

こ
の
間
、
中
国
や
イ
ン
ド
は
援
助
受

入
国
の
み
な
ら
ず
、
援
助
供
与
国
と
し

て
の
立
場
も
確
立
し
た
（
本
特
集
の
小

林
稿
を
参
照
）。
民
間
部
門
が
開
発
に

貢
献
す
る
事
例
も
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
資
金
調
達
の
方
法
も
多
様
化
し
た

（
同
、
佐
藤
稿
、
藤
田
・
藤
田
・
神
谷
稿
）。

こ
れ
ら
の
変
化
が
、
大
な
り
小
な
り
貧

困
削
減
を
後
押
し
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

●
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
前
に
も
、
国
際
開
発
に

目
標
を
設
け
る
試
み
は
あ
っ
た
。
し
か

し
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
、
達
成
期
限
と
、
そ

の
中
間
で
行
わ
れ
る
評
価
、
そ
し
て
何

よ
り
、
成
果
が
芳
し
く
な
け
れ
ば
、
援

助
計
画
が
ド
ナ
ー
に
よ
っ
て
再
考
さ
れ

る
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
課
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
過
去
の

同
種
の
目
標
に
比
べ
て
際
立
っ
た
成
果

を
上
げ
た
。
こ
れ
に
気
づ
い
た
人
々
は
、

そ
れ
ま
で
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
分
野
を
、
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
に
組
み
込
む
よ
う
試
み
た
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
二
〇
一
五
年
に
達
成
期

限
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
後
継
の
目
標

と
し
て
決
ま
り
つ
つ
あ
る
の
が
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」（Sustainable 

D
evelopm

ent Goals

：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
本
特
集
の
小
島
稿
で

詳
述
す
る
よ
う
に
、
環
境
保
護
を
中

心
と
す
る
概
念
で
あ
る
持
続
可
能
性

（sustainability

）
と
開
発
の
両
者
を

追
求
す
る
目
標
で
あ
る
。

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

「
持
続
可
能
な
開
発
」
と
い
う
目
標

は
、
資
源
問
題
が
顕
在
化
し
た
一
九
七

〇
年
代
か
ら
議
論
が
始
め
ら
れ
、
二
〇

一
二
年
の
国
連
持
続
可
能
な
開
発
会

議
（
リ
オ
＋
20
）
に
お
い
て
、
貧
困
削

減
目
標
と
の
両
立
を
目
指
す
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
後
、
有
識
者
や
国
連
機
関
、

市
民
と
の
議
論
を
経
て
、
二
〇
一
三
年

か
ら
、
オ
ー
プ
ン
・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
（
Ｏ
Ｗ
Ｇ
）
と
い
う
仕
組
み
を

用
い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
盛
り
込
ま
れ
る

べ
き
目
標
、
成
果
指
標
が
議
論
さ
れ
た
。

Ｏ
Ｗ
Ｇ
は
、
世
界
各
国
が
各
地
域
の
な

か
か
ら
自
発
的
に
二
、
三
カ
国
を
組
織

し
て
グ
ル
ー
プ
を
形
成
し
、
そ
の
グ
ル

ー
プ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

の
案
を
グ
ル
ー
プ
内
で
議
論
し
た
う
え

で
、
そ
の
議
論
の
結
果
を
全
体
会
議
に

持
ち
込
ん
で
全
体
の
意
見
を
ま
と
め
る

と
い
う
方
法
で
合
意
形
成
す
る
こ
と
を

試
み
た
。
そ
の
最
終
結
果
が
二
〇
一
四

年
七
月
に
、
表
１
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
た
。
こ
の
一
七
の
目
標
が
、
二
〇
一

五
年
九
月
の
国
連
総
会
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
し
て
承
認
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

●
二
〇
一
五
年
後
の
世
界

過
去
一
五
年
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
効
果
に

よ
っ
て
、
貧
困
削
減
へ
の
取
り
組
み
は

一
定
の
成
果
を
上
げ
た
。
一
方
こ
の
一

五
年
間
に
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
枠
組
み
以

外
に
も
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
動
き
が

あ
っ
た
。
二
〇
一
五
年
以
後
の
国
際
開

発
の
方
向
を
占
う
た
め
、
本
特
集
で
は
、

新
興
ド
ナ
ー
の
台
頭
、
民
間
部
門
の
参

入
、
資
金
調
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
革
新
と

い
っ
た
、
こ
の
一
五
年
間
で
顕
著
と
な

っ
た
新
潮
流
を
解
釈
す
る
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
成
り
立
ち
や
展
望
を
解
説

す
る
。
今
や
我
々
は
、
国
際
開
発
が
環

境
保
護
と
ど
の
よ
う
に
し
て
両
立
し
て

い
く
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
新
し
い
課

題
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
や
ま
が
た　

た
つ
ふ
み
／
ア
ジ
ア
経
済

研
究
所　

国
際
交
流
・
研
修
室
）

表１　 オープン・ワーキング・グループの議論
から提案された持続可能な開発目標

目標 1 （貧困）：あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つこと
目標 2 （食料）：飢餓に終止符を打ち、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、

持続可能な農業を推進すること
目標 3 （保健）：すべての年齢の人々の健康な生活を確保し、福祉を推進すること
目標 4 （教育）：すべての人々の包摂的で公平な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会を

推進すること
目標 5 （ジェンダー）：ジェンダーの平等を達成し、すべての女性と女児のエンパワーメン

トを図ること
目標 6 （水とトイレ）：すべての人々に水と衛生施設へのアクセスと持続可能な管理を確保

すること
目標 7 （エネルギー）：すべての人々に安価で信頼でき、持続可能で近代的なエネルギーへ

のアクセスを確保すること
目標 8 （成長と雇用）：すべての人々のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生

産的な完全雇用およびディーセント・ワークを推進すること
目標 9 （インフラ）：強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な工業化を推進するとと

もに、イノベーションを促進すること
目標 10（不平等）：国内と国家間の不平等を削減すること
目標 11 （都市と住居）：都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にすること
目標 12 （持続可能な消費と生産）：持続可能な消費と生産のパターンを確保すること
目標 13 （気候変動）：気候変動とその影響に取り組むため、緊急の措置を講じること
目標 14 （海洋保全と利用）：海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能

な形で利用すること
目標 15 （陸上生態系保全）：陸上生態系を保護、回復し、その持続可能な利用を推進する

こと、また、森林を持続可能な形で管理し、砂漠化に取り組み、土地の劣化を食い
止め、逆転させるとともに、生物多様性の損失に歯止めをかけること

目標 16 （法の支配）：持続可能な開発に向けて安全で包摂的な社会を推進し、すべての人々
に司法へのアクセスを提供するとともに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任あ
る包摂的な制度を構築すること

目標 17 （先進国の責任）：持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パー
トナーシップを活性化させること

（出所）本表は、国際連合広報センターの 2014 年 7 月 22 日のプレス・リリース (http://www.unic.
or.jp/news_press/features_backgrounders/9693/) に、筆者が各目標の対象分野を書き加えたもので
ある。


